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〇 この実践プランは、対象地域が取り組む地域づくりのビジョンを具体的な

計画にするため、対象地域と新潟県地域づくりサポートチームが協働で作成

するものです。 

 

１ 山古志地区の実現ビジョン 

・地域資源やブランド力、人材を活用した地域の活性化を通じて、将来にわたって

安心・安全に住み続けられる地域を創出する。 

①地域資源の見直し 

②効率的な事業推進体制の構築 

③行政との連携・支援体制のあり方の再構築 

 

２ 令和元年度の対象地域とサポートチームにおける取組 

  山古志住民会議が取り組む活動のうち、住民からのニーズがあり、サポートチ

ームの関与が効果的と考えられる以下の２課題を選定し、調査・検討を行うとと

もに、その過程を通じて県と地域との協力関係の構築を進めた。 

あわせて、同会の主要な取組のひとつである 10.23 震災追悼式典のほか、地域

で行われるイベントに参加することにより、地域の魅力などの把握に努めた。 

（１）「年中美しい道路環境」を実現するための方策の検討と効果の現地検証 

       山古志地域としてアピールしたい棚田などの景観が、沿道の雑草のため

にイメージダウンしているとの問題意識を持っていたことから、その対応

方法と効果を検証する目的で、県管理道路の数カ所で試験的に除草を行っ

た。また、地域住民代表者と道路管理者の橋渡しを行うとともに、今後の

取組方法などについて話し合いを行った。 

  （２）「有償除雪ボランティアシステムの構築」の課題である屋根雪おろし作業の

安全確保のための「アンカーボルト設置補助」制度の創設可能性の調査 

        山古志地域では、雪おろしの担い手不足を解消するためのボランティア



制度を構築するに当たって、屋根上に命綱を取り付けるためのアンカー

ボルトを設置するなどの安全対策が必要だったことから、その設置補助

制度の創設が可能かについて調査検討を行った。 

 

３ 取組の中で見えた地域の魅力と課題 

・山古志地域の棚田景観は、写真愛好家も多く、地域の顔のひとつとなってい

る。一方、県・市の道路除草は予算等の制約があり、交通安全に関する箇所の

除草が優先されるため、近年、必ずしも道路沿いの眺望ポイントの景観の維持

に手が回っていない。 

・山古志地域は、高齢化への対応として、地域に欠かせない雪おろしのマンパワ

ー確保のため、様々な工夫をしながら事業展開する積極性と団結力を有してし

ている。一方、屋根雪おろしを第三者に行わせるに当たっては、転落防止策が

必須となっているが、個人の家屋へのアンカーボルト設置については、行政と

しての関与に様々な課題があり、実現が難しい。 

・山古志地域は震災を契機に地域の将来に向けた夢を実現するための仕組みとし

て「山古志住民会議」を設立し、様々な復興事業を活用しながらイベントの開

催や仕組み作りを行い、成果を上げてきた。一方で、震災から 15年が経過

し、高齢化、人口減少に直面する中で、改めて地域課題の確認・共有と、地域

づくり活動の企画・実践態勢を充実させていく必要がある。 

 

４ 地域づくり活動の目指す将来像 

 (1) 目指す将来像１ 

   ・棚田を中心とした美しい風景に囲まれた地域の創出 

  (2) 目指す将来像２ 

   ・若者を中心として持続的に地域づくりを進められる場づくり 

    

５ 目指す将来像を実現するための具体的取組 

 

 (1)目指す将来像１ 

・棚田を中心とした美しい風景に囲まれた地域の創出 

 

 ①地域における課題 

・棚田を中心とした景観に対する写真愛好家等が多く、山古志地域の顔のひとつ

となっている。一方、道路除草は予算等の制約があり、交通安全に関する箇所

の除草が優先されるため、必ずしも眺望ポイントの景観の維持に手が回ってい

ない。 



   

 ②課題の解決に向けて取り組むこと 

・県管理道路については、令和元年度の話し合いを通じて、除草に関する地域の

要望を道路管理者（県地域整備部）への橋渡しにより、一定程度対応できる

と考えられることから、まずはその効果を検証する。 

・その上で、特に景観創出の観点からの課題を抽出し、地域としての取組の要

否、取組の内容を決める。 

 

 ③取組の実施者・団体 

   ・長岡地域振興局地域整備部維持管理課（通常の道路除草の対応分） 

・山古志住民会議 

   ・サポートチーム 

 

 ④具体的な取組項目 

取組実施 

予定時期 

             取組項目 

１年目 道路沿いの景観スポットの除草効果実証、県管理道路の除草に関する道

路管理者（地域整備部）と地域住民の意見交換の仲介 

２年目 道路管理者による新たな取組の効果確認及び今後の景観維持についての

検討 

３年目 ２年目の検討による取組 

 

 

 (2)目指す将来像２ 

  ・若者を中心として持続的に地域づくりを進められる場づくり 

 

 ①地域における課題 

・山古志住民会議では、30～40 代前半の地域の若者を中心とした次世代のプラッ

トフォームづくりを目指している。 

SDGs（持続可能な開発目標）の考え方を背景として、ニシキゴイやかぐらな

んばんなどの地域産品、牛の角突きなどの地域文化に加え、豊かな自然や地域

づくりへの意欲を持った人的資源を活かして、過疎化・高齢化と向き合いなが

ら、持続可能な発展を実現する仕組みを構築する必要がある。 

 

 ②課題の解決に向けて取り組むこと 

・地域づくりを今後担っていく若い世代との話し合いによる地域課題の把握 



・地域課題解決に向けた取組の検討 

 ③取組の実施者・団体 

  ・山古志住民会議 

  ・サポートチーム 

 

 ④具体的な取組項目 

取組実施 

予定時期 

             取組項目 

１年目 ・地域課題（道路環境（除草）、アンカーボルト設置補助の創設）の調

査等を通じた地域との関係構築 

・10.23 追悼式典、牛の角突き等の地域行事への参加による地域課題及

び地域資源等の把握 

２年目 ・地域づくりを今後担っていく若い世代との話し合いによる地域課題の

把握及び解決に向けた取組の検討 

３年目 ・２年目に検討した取組の実践 

 


